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囲碁が高次脳機能障害にもたらす効果に関する文献レビュー

木村　綾子 1）、板垣喜代子 1）、渡部菜穂子 1）

福士理沙子 1）、浅田　一彦 2）

要　　　旨

高次脳機能障害に対するリハビリテーションの中のレクリエーション療法には囲碁も行われている。
囲碁が高次脳機能障害に効果をもたらす可能性があることが先行研究や講演で発表されてきているが、
その効果に関し研究された論文は少ない。そのため、本研究では囲碁と高次脳機能障害に関する文献
検討を行い囲碁の効果の明確化と対象者への効果的な介入方法の考察を目的とした。2019年 5～6 月
に、医学中央雑誌、KAKEN、J-stage、CiNii、PubMedの検索エンジンにて、キーワードを囲碁・GO 
gameとして抽出・絞り込みを行い、1980～2019年に発行された32論文の内容を検証した。対象者の年
代は子供から高齢者であり、健常者の他、発達障害を持つ子どもや脳卒中・認知機能障害患者が対象
とされ、囲碁経験の有無による比較実験が行われた文献もみられた。結果より、囲碁を打つことは脳
の運動前野、頭頂内溝および左頭頂内横断と後頭横溝の接合部付近の視覚域や多くの皮質野の活性化
を導くことにつながり、高齢者の認知機能の改善、視覚性作業記憶・注意・実行機能が向上する効果
があるとされた。これらの効果は対局、つまり人との交流を持つことでより高まるとの報告も得られ
た。高次脳機能障害者には日中の活動場所の確保などの課題があるが、効果的な囲碁の指導方法を工
夫しつつ囲碁交流会を開催することは居場所づくりや人との交流の機会の増加、脳のトレーニングに
つながり、高次脳機能障害者の一助になると考えられる。
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Ⅰ．はじめに

高次脳機能とは、言語、行為、認知、記憶、注意、判
断など、主として連合野皮質によって営まれる機能をい
う。そして、学術的に定義される高次脳機能障害とは、
脳血管障害や変性疾患、頭部外傷などにより、失語、失
行、失認、記憶障害、注意障害をきたしている状態をい
う。一方、厚生労働省の「高次脳機能障害支援モデル事
業」を行うにあたり設けられた行政的な定義では、記憶
障害、注意障害、遂行機能障害、社会的行動障害を高次
脳機能障害としている 1）。その他、高次脳機能障害の代
表的な症状としては、半側空間無視や行動や感情の障害

（脱抑制・無為）もある。これらの高次脳機能障害は、
身体障害が軽傷であることが多く、外見的に障害が目立
ちにくいこと、患者本人も障害を認識できないこともあ
ること、障害が入院中よりも日常生活で出現しやすく、

医療者に見落とされやすいという 3 つの特徴から周囲に
理解されにくく、「みえない障害」とも呼ばれる1）。また、
高次脳機能障害では、本人だけでは解決できないことも
多くあり、社会面、生活面でのいろいろな支援が必要と
なる 2）。家族は患者の一番身近にいる存在であり、支援
を主に担い、患者とともに今後も高次脳機能障害に付き
合っていく必要がある。

高次脳機能障害は脳血管障害、外傷性脳損傷、低酸素
脳症、脳腫瘍などさまざまな理由により発症するが、そ
の中で原因となる疾患で最も多いのは、脳梗塞・脳出血・
くも膜下出血といった脳血管障害である。うち、脳梗塞
は2006年での高次脳機能障害学会による高次脳機能障
害全国実態調査報告によると、原因疾患の47.5％を占め
ている 1）。国民衛生の動向（2019/2020）によると、脳
血管疾患の総患者数は2017（平成29）年は111万 4 千人
である。高次脳機能障害患者の患者数に関しての統計は
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ないが、厚生労働省における平成28年生活のしづらさ
などに関する調査において、医師から高次脳機能障害と
診断された者の数は、推計32万 7 千人であると報告さ
れている。

高次脳機能障害に対するリハビリテーションには、医
学的リハビリテーション、生活訓練プログラム、機能訓
練プログラムなどがある。その訓練の中にはレクリエー
ション療法があり、囲碁、将棋、絵画、手芸、カラオケ、
合唱、体操、ダンスなどが取り組まれている。囲碁は黒
白の碁石を用いて9路盤、19路盤などの碁盤に石を打ち、
陣地を競うゲームであるが、そのルールは主に次の 5 つ
である。①黒、白の順に交互に碁石を打つ、②相手の石
を囲むとその石をとることができる、③最終的に陣地が
多い方が勝ち、④石を打った時、打った石自体が取られ
る形になる場所に石を打ってはいけない、⑤石を打った
時、1 回前に自分が打った時と全く同じ盤面になる場所
に石を打ってはいけない、である。

高次脳機能障害と囲碁の活動として、2017年 2 月か
ら大森の「さぽーとぴあ」では碁の勉強会が開催されて
おり、2019年 6 月には岩手県大船渡市にて、本因坊戦
と囲碁まつりが同時開催され、このイベントでは、視覚
障害者用の碁盤を用いた囲碁も行われた。また同時に、
高次脳機能障害者の家族や支援者らによる「高次脳
フォーラム」も開催された。くも膜下出血を起こして手
術後に高次脳機能障害者となった夫を持つ作家の柴本礼
氏は、囲碁を行う夫の変化から、囲碁には注意障害、遂
行機能障害、感情のコントロール、意欲の向上などにも
効果があると思う3）と囲碁の効果について2018年12月に
大田区文化の森で開催された「高次脳機能障害と囲碁＆
心の唄コンサート」や上記「高次脳フォーラム」等多くの
場で講演している。また、飯塚らは2018年1月『American 
Journal of Alzheimer’s Disease & Other Dementias』に
て「囲碁は認知機能低下抑制作用がある」と論文で発表
している 4）。これらの講演会や先行研究により、囲碁は
高次脳機能障害者のレクリエーション療法や機能回復、
交流の場の形成に役立つのではと考えた。

先行研究の動向として、2019年 5月に、「囲碁」をキー
ワードに以下の 4 つの検索エンジンを用いて文献を検索
した結果、①J-STAGE（科学技術情報発信・流通総合シ
ステム）1,965件、②CiNii（NII学術情報ナビゲータ）で
935件、③KAKEN（科学研究費助成事業データベース）
95件、④医学中央雑誌で43件が得られた。次に「囲碁」
と「高次脳機能障害」、「囲碁」と「認知機能」をキーワー
ドに同様に文献を検索した結果、①J-STGEは13件、②
CiNiiは1件、③KAKENは8件、④医学中央雑誌6件と、
総数は28件と大幅に減り、囲碁の効果を検証するため
には、さらにキーワードを増やして検索することが必要

であると考えた。

Ⅱ．目的

本研究の目的は、囲碁と高次脳機能障害に関する文献
検討を行い囲碁がもたらす効果を明らかにし、今後の高
次脳機能障害者へのレクリエーション療法や機能回復・
交流の場の形成における効果的な介入方法について考察
することとした。

Ⅲ．対象と方法

1 ）対象
1980年から2019年における、「囲碁」「高次脳機能

障害」「認知機能」「リハビリテーション」「レクリエー
ション」「失語症」「健康」をキーワードとする文献
2 ）収集期間
2019 年 5 月13日から 6 月14日
3 ）方法
医学中央雑誌、KAKEN、J-STAGE、CiNii、PubMed

の 5 つの検索エンジンを使用して以下の手順で文献の
抽出を行い、得られた文献の内容検討を行った。

（1）キーワードを日本語検索エンジンでは「囲碁」、
PubMedでは「GO game」で抽出。

（2）（1）で得られた3,378文献を、日本語検索エンジン
では囲碁に加え「高次脳機能障害」「認知機能」「リハ
ビリテーション」「レクリエーション」「失語症」「健康」
を入れand検索、PubMedでは「GO game」に「Higher 
brain dysfunction」「Cognitive function」「Rehabilita-
tion」「Recreation」「Aphasia」「health」のキーワード
をand検索した。

（3）（2）で得られた869件の文献を「原著論文」及び「報
告書」で絞り込みを行い、重複した文献を削除した。

（4）（3）で得られた35件の文献の本文内に「囲碁」の
文字表記がなかった 3 論文を除外し、32件の文献を
分析対象とした。
4 ）分析方法
分析方法には、内容分析（content analysis）を用

いた。内容分析はテキストのある特定の属性を客観
的・体系的に同定し、推論を行うための方法であり、
テキストの中で何が語られているのかを知ることを主
体としている。本研究ではリサーチクエスチョンを

「囲碁がもたらす効果」とし、論文の内容を「研究デ
ザイン」「目的」「対象（年代・疾患）」「方法」「結果」「考
察」にデータ整理した上で、リサーチクエスチョンを
抽出し、類似した効果の内容を適確に表す表現へ置き
換えた。
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Ⅳ．結果

分析対象とした32論文を表 1～3 に示した。
研究デザインは多い順に、記述式研究10論文、症例

報告 7 論文、ランダム化比較研究（RCT）5 論文、非ラ
ンダム化比較研究（NRCT）5 論文、分析前研究 2 論文、
コホート研究 2 論文、介入研究 1 論文であった。症例報
告を除く25論文の対象者は複数の対象を設けている論
文もあるが、高齢者が13論文と多くを占め、子どもを
対象とした論文は 4 論文で、その内訳は幼稚園児、小学
生、中学生、高校生と多様であり、そのほか成人 1 論文
があった。対象者の疾患として明記されていたものは、
高次脳機能障害（失行・失認、失語症）2 論文、アルツ
ハイマー病（AD）2 論文、脳卒中 1 論文、てんかん 1 論
文、注意欠如多動性障害（ADHD）1論文、右腕神経叢損
傷不全麻痺1論文であった。調査地域は、日本が28論文、
韓国 2 論文、中国 1 論文、米国 1 論文の四ヵ国だった。

囲碁がもたらす効果について述べていた文献は32論
文中 6 論文であり、囲碁がもたらす効果として、以下の
内容があった。
（1） 認知症の人を含む参加者が囲碁のルールを習得

し、軽度の認知機能障害のある者は囲碁を打つこ
とができ、かつ、囲碁は特別養護老人ホーム入居
者の認知機能を改善する可能性がある5）。

（2） 囲碁は社会的相互作用に関係なく、高齢者の視覚
性作業記憶（ワーキングメモリ）を改善・向上で
きる6）。

（3） 囲碁は単独で行うよりも対局（交流・会話が含ま
れる）の方がより認知機能に有効である6）。

（4） 囲碁により、高齢者では注意・実行機能が向上す
る可能性がある7, 8）。

（5） 囲碁は低覚醒前頭前野機能を活性化し、実行機能
の向上につながり注意欠如多動性障害（ADHD）
の子供たちに効果的である9）。

（6） 囲碁により、11項目中 9 項目のKICA-dep（キン
バリー先住民うつ病の認知的評価）が改善され、
脳由来栄養因子（BDNF）を上方制御することに
よってアルツハイマー病（AD）の症状を改善す
る10）。

他に文献結果から得られた知見には、以下の内容が
あった。
（1） 囲碁により脳の運動前野、頭頂内溝および左頭頂

内横断と後頭横溝の接合部付近の視覚域や多くの
皮質野が活性化される11）。

（2） 囲碁は多くの認知プロセスを必要とすることが知
られており、囲碁のプロ棋士における右半球の優
位性は、関与するタスクは主に空間的プロセスで

あることを示唆している12）。
（3） 囲碁の経験者で右頭頂葉後部に病変を有し構成失

行・左空間失認を呈した症例では囲碁の能力が高
度に障害される13）。

（4） 認知機能が低下しても、病前から獲得していた活
動の技能は保持される14）。

（5） 青少年と高齢者各々が希望する世代間交流プログ
ラムの希望率の高い内容は、青少年・高齢者とも
に 1 位が「旅行」であり、2 位は青少年が「すご
ろく・トランプなどの室内ゲーム」、高齢者は「ハ
イキングや登山」、3 位は青少年が「昔の道具や
おもちゃづくり」、高齢者は「健康維持のための
体操」を選択していた。高齢者の場合はどちらか
と言えば野外活動型のプログラムの希望率が高い
が、年齢とともに選択率が変化し、年齢が高くな
るにつれ「旅行」「囲碁・将棋」「俳句・短歌」な
どの相対的にあまり体力を要せず、屋内でできる
内容の選択率が増加していた15）。

（6） 囲碁は幅広い年齢層に興味・関心を持ってもらえ
ることができ、満足してもらえるコンテンツであ
る16）。

（7） 高齢者の外出行動と社会的・余暇的行動のうち、
性差が大きい趣味活動は「パソコン、囲碁・将
棋・麻雀、釣り、写真、ゴルフ」で、主に男性の
みが選択していた17）。

（8） てんかん発作の誘因で最も多いものは計算であ
り、次いで書字、裁縫や器楽演奏、ゲーム（将棋
や囲碁、オセロ、チェス、トランプ、麻雀など）、
描絵、模写などがある18）。

Ⅴ．考察

1．囲碁の有用性
結果より、囲碁を打つことは脳の関係する部分の活性

化につながり、認知機能の改善、特に注意・実行機能が
向上する可能性と、認知機能のうち、視覚性作業記憶の
向上につながることが示唆された。囲碁は、黒白の碁石
を交互に打ち、陣地を広げるゲームであるが、定石はな
く、一手一手によりその都度局面が変化する。そのた
め、その一手を記憶し、集中するとともに先手を考えつ
つ自分の一手を決める必要があり、その結果として、対
局中は集中力が求められ、かつ、相手の一手を覚え、次
の一手を打つことが必要不可欠となる。その結果、先の
一手を記憶する「記憶障害」への効果、対局中の集中力
の継続が「注意障害」への効果、先手を読みつつ一手を
打つことが計画して物事を進める「遂行機能障害」への
効果にもつながると考えられる。他、盤面全てを俯瞰し
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4
西

口
19

95
（

日
本

）

記
述

式
研

究
東

京
23

区
に

在
住

す
る

定
年

を
迎

え
た

中
・

高
齢

者
41

7名
余

暇
活

動
・

個
人

属
性

に
関

す
る

自
記

式
質

問
紙

調
査

を
行

い
、

生
活

習
慣

や
生

活
と

い
っ

た
個

人
属

性
が

余
暇

活
動

パ
タ

ー
ン

に
関

連
し

て
い

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。
囲

碁
に

つ
い

て
は

活
動

人
数

が
「

少
な

い
」
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

を
男

性
中
・
高

年
者

が
抱

い
て

い
る

結
果

が
あ

っ
た

。

5
川

島
20

01
（

日
本

）

分
析

前
研

究
石

川
県

K
市

近
郊

の
ベ

ッ
ド

タ
ウ

ン
在

住
の

65
歳

以
上

高
齢

者
11

6名
と

同
町

に
お

け
る

昔
か

ら
の

血
縁

・
地

縁
の

強
い

村
落

地
域

の
高

齢
者

10
8

名

基
本

属
性

、
身

体
的

健
康

レ
ベ

ル
、

知
的

機
能

、
生

活
ス

タ
イ

ル
に

関
す

る
自

記
式

質
問

紙
調

査
後

、
面

接
に

て
質

問
項

目
を

補
完

し
、

6
つ

の
特

徴
が

得
ら

れ
た

。
う

ち
、

一
特

徴
と

し
て

、
居

住
区

別
で

の
趣

味
や

楽
し

み
で

は
、

ベ
ッ

ド
タ

ウ
ン

地
域

は
散

歩
や

ペ
ッ

ト
の

世
話

、
囲

碁
・

将
棋

、
短

歌
・

俳
句

な
ど

の
個

人
的

、
知

的
刺

激
の

高
い

内
容

が
多

く
、

村
落

地
域

は
友

人
宅

で
の

お
し

ゃ
べ

り
や

畑
・

庭
の

手
入

れ
、

旅
行

な
ど

の
自

然
や

仲
間

と
一

緒
に

過
ご

す
楽

し
み

が
多

か
っ

た
。

6
山

田
20

02
（

日
本

）

記
述

式
研

究
地

域
在

住
の

健
常

高
齢

者
 計

25
3名

本
国

の
高

齢
者

に
用

い
る

高
齢

者
版

興
味

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
内

の
活

動
内

容
の

再
編

成
を

行
い

、
結

果
と

し
て

、
囲

碁
は

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

活
動

内
容

か
ら

削
除

さ
れ

た
。

囲
碁

は
社

会
的

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

的
活

動
に

あ
た

り
、

男
性

高
齢

者
の

方
が

女
性

高
齢

者
よ

り
も

興
味

を
示

し
た

比
率

が
顕

著
に

高
か

っ
た

。

7
A
th

er
to
n 

M
20

03
（

米
国

）

記
述

式
研

究
記

載
な

し
fM

RI
を

用
い

て
、

一
致

し
た

視
覚

刺
激

に
よ

る
空

間
課

題
と

比
較

し
て

チ
ェ

ス
の

位
置

の
分

析
中

に
活

動
的

な
皮

質
領

域
を

特
定

し
た

。
上

前
頭

葉
、

頭
頂

葉
、

お
よ

び
後

頭
葉

で
は

両
側

が
活

性
化

し
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

り
、

い
く

つ
か

の
活

性
化

領
域

が
左

半
球

の
一

方
に

観
察

さ
れ

、
左

半
球

は
右

半
球

よ
り

も
多

く
の

活
性

化
を

示
し

た
。

囲
碁

で
も

同
様

に
脳

画
像

に
つ

い
て

の
研

究
が

さ
れ

て
い

る
。

8
高

山
20

03
（

日
本

） 

分
析

前
研

究
小

・
中

・
高

等
学

校
の

児
童

生
徒

お
よ

び
高

齢
者

世
代

間
交

流
に

関
し

て
意

識
調

査
を

施
行

し
、

青
少

年
と

高
齢

者
各

々
が

希
望

す
る

世
代

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

調
査

の
結

果
、

希
望

率
の

高
い

内
容

は
青

少
年

・
高

齢
者

と
も

に
「

旅
行

」
が

1位
で

、
そ

の
他

の
上

位
内

容
と

し
て

青
少

年
は

屋
内

活
動

型
な

の
に

対
し

、
高

齢
者

は
野

外
活

動
型

の
活

動
を

選
択

し
て

い
た

。
し

か
し

、
高

齢
者

の
場

合
、［

旅
行

」「
描

絵
・

写
真

」「
囲

碁
・

将
棋

」
等

の
活

動
が

年
齢

と
共

に
選

択
率

が
上

昇
し

、
年

齢
と

共
に

低
下

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

あ
る

程
度

体
力

を
要

す
る

も
の

や
、
遠

出
を

必
要

と
す

る
内

容
が

多
く

含
ま

れ
、
一

方
で

、
年

齢
と

共
に

増
加

す
る

内
容

は
、

相
対

的
に

み
て

あ
ま

り
体

力
を

要
せ

ず
、

屋
内

で
で

き
る

内
容

が
多

く
析

出
さ

れ
た

。

9
O
uc

hi
 Y

20
05

（
日

本
）

非
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

実
験

研
究

囲
碁

の
プ

ロ
棋

士
8
名

と
ア

マ
チ

ュ
ア

棋
士

6名
囲

碁
の

布
石

と
詰

碁
の

問
題

を
60

秒
間

黙
考

し
た

の
ち

陽
電

子
放

出
断

層
撮

影
（

PE
T
）

を
施

行
し

、
対

象
者

に
解

答
さ

せ
た

。
布

石
問

題
で

は
、

両
方

の
群

で
は

頭
頂

の
活

性
化

が
等

し
く

観
察

さ
れ

、
ア

マ
チ

ュ
ア

群
で

は
追

加
し

て
前

頭
前

野
の

活
性

化
も

さ
れ

た
。

詰
碁

問
題

で
は

、
全

運
動

神
経

及
び

小
脳

後
頭

皮
質

（
視

空
間

処
理

領
域

）
が

ア
マ

チ
ュ

ア
群

で
広

範
囲

に
活

性
化

さ
れ

た
一

方
で

、
プ

ロ
群

は
前

腕
及

び
小

脳
が

活
性

化
さ

れ
た

。
ま

た
、

よ
り

上
位

の
プ

ロ
棋

士
で

は
小

脳
が

著
し

く
活

性
化

さ
れ

て
い

た
。

10
鄭 20
06

（
日

本
）

記
述

式
研

究
多

摩
市

内
の

「
高

齢
者

生
き

が
い

活
動

支
援

通
所

事
業

」
施

設
6か

所
全

6
施

設
職

員
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
利

用
者

の
属

性
･し

つ
ら

え
･終

日
観

察
調

査
実

施
後

に
、

単
独

で
い

き
が

い
デ

イ
を

実
施

す
る

2
施

設
の

1
週

間
連

続
観

察
調

査
を

行
い

、
結

果
と

し
て

、
い

き
が

い
デ

イ
は

趣
味

活
動

･プ
ロ

グ
ラ

ム
･自

適
滞

在
･多

目
的

の
4
タ

イ
プ

の
異

な
る

利
用

目
的

を
持

っ
た

高
齢

者
が

共
存

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

囲
碁

に
つ

い
て

は
1施

設
の

提
供

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

と
し

て
記

載
さ

れ
て

い
た

。

11
K
os

uk
e 
It
oh

20
08

（
日

本
）

介
入

実
験

研
究

記
載

な
し

囲
碁

の
死

活
問

題
を

利
用

し
て

段
階

的
か

つ
適

応
的

な
学

習
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

神
経

基
盤

を
特

定
し

た
。

2
時

間
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

数
日

後
、

同
じ

刺
激

を
受

動
的

に
見

る
こ

と
で

、
運

動
前

野
、

頭
頂

用
内

溝
、

お
よ

び
（

左
）

頭
頂

内
横

断
と

後
頭

横
溝

の
接

合
部

付
近

の
視

覚
域

が
さ

れ
に

活
性

化
さ

れ
、

刺
激

に
対

す
る

神
経

反
応

性
の

可
塑

性
変

化
が

示
さ

れ
た

。

※
著

者
は

筆
頭

者
を

記
載

。
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表
2　
分
析
文
献
一
覧
（
20
09
～
20
15
）

著
者
，
発
行
年

（
調
査
国
）

研
究

デ
ザ
イ
ン

対
象
者

内
容
要
約
（
結
果
・
考
察
）

12
木

村
20

09
（

日
本

）

コ
ホ

ー
ト

研
究

介
護

施
設

に
在

籍
し

、
在

籍
期

間
3

～
5年

間
の

認
知

症
利

用
者

35
名

M
M

SE
ス

コ
ア

の
年

間
推

移
平

均
値

を
経

時
的

に
追

跡
し

、
取

り
組

ん
だ

脳
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
評

価
を

検
証

し
た

研
究

で
あ

る
。

囲
碁

に
関

し
て

は
、

脳
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

一
つ

と
し

て
記

載
さ

れ
て

い
た

。
左

記
研

究
の

リ
ハ

ビ
リ

の
活

動
内

容
は

脳
リ

ハ
ゲ

ー
ム（

オ
セ

ロ
、

ト
ラ

ン
プ

、
囲

碁
、

将
棋

、
百

人
一

首
）、

参
加

型
音

楽
療

法
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ふ

れ
あ

い
囲

碁
な

ど
で

あ
る

。
13

杉
本

20
09

（
日

本
）

記
述

式
研

究
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
利

用
者

40
名

利
用

者
の

社
会

参
加

活
動

の
現

況
を

ア
ン

ケ
ー

ト
に

て
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
個

人
的

な
活

動
が

中
心

で
あ

る
が

、
多

様
な

社
会

参
加

活
動

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

囲
碁

に
つ

い
て

は
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
内

の
活

動
の

一
つ

と
し

て
記

載
さ

れ
て

い
る

。

14
Le

e 
B

20
10

（
韓

国
）

非
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

実
験

研
究

長
期

訓
練

を
受

け
た

囲
碁

プ
レ

ー
ヤ

ー
（

人
数

の
記

載
な

し
）

D
T
Iデ

ー
タ

解
析

の
結

果
、

長
期

訓
練

を
受

け
た

囲
碁

プ
レ

ー
ヤ

ー
は

、
囲

碁
経

験
の

浅
い

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

群
と

比
較

し
て

、
前

頭
葉

、
帯

状
片

に
お

け
る

増
加

し
た

分
数

異
方

性
（

FA
）

値
を

有
す

る
白

質
の

よ
り

大
き

な
領

域
を

活
性

化
し

て
い

た
。

囲
碁

の
プ

ロ
棋

士
に

お
け

る
右

半
球

の
優

位
性

は
、

関
与

す
る

タ
ス

ク
は

主
に

空
間

的
プ

ロ
セ

ス
で

あ
る

こ
と

を
示

唆
し

て
い

る
。

結
論

と
し

て
、

長
期

の
囲

碁
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
は

、
対

局
に

必
要

な
認

知
側

面
の

多
く

に
関

連
す

る
構

造
的

な
脳

の
変

化
を

引
き

起
こ

す
よ

う
で

あ
り

、
そ

の
よ

う
な

変
化

を
支

え
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

調
査

は
学

習
、

抽
象

推
論

な
ど

の
高

次
認

知
能

力
の

改
善

に
役

立
つ

か
も

し
れ

な
い

。
15

文
本

20
12

（
日

本
）

症
例

報
告

失
神

の
原

因
機

序
解

明
が

困
難

で
あ

っ
た

3名
経

過
観

察
に

よ
り

、
最

初
に

診
断

さ
れ

た
心

血
管

性
失

神
と

は
異

な
る

機
序

が
原

因
と

考
え

ら
れ

た
失

神
の

3
症

例
の

報
告

で
あ

る
。

3
例

の
う

ち
、

2例
に

「
囲

碁
中

に
失

神
し

た
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。

16
竹

田
20

14
（

日
本

）

記
述

式
研

究
全

国
31

自
治

体
に

居
住

す
る

65
歳

以
上

で
要

介
護

認
定

を
受

け
て

い
な

高
齢

者
の

う
ち

、
各

自
治

体
が

無
作

為
に

抽
出

し
た

計
16

9,2
15

名

地
域

在
住

高
齢

者
71

,09
7人

を
分

析
対

象
と

し
、

結
果

、
う

つ
の

程
度

別
の

趣
味

活
動

の
特

徴
と

し
て

、
男

性
女

性
と

も
に

う
つ

症
状

が
な

い
者

は
ス

ポ
ー

ツ
的

、
観

光
的

、
文

化
的

な
趣

味
が

多
い

一
方

、
う

つ
傾

向
と

う
つ

状
態

に
あ

る
者

の
趣

味
は

パ
チ

ン
コ

や
将

棋
、

囲
碁

、
麻

雀
が

多
い

と
い

う
特

徴
が

示
さ

れ
た

。

17
佐

藤
20

14
（

日
本

）

症
例

報
告

90
歳

代
後

半
の

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

男
性

1名
囲

碁
に

関
し

て
以

下
の

記
述

が
あ

っ
た

。
【

作
業

療
法

計
画

】「
囲

碁
」

へ
の

従
事

を
支

援
す

る
こ

と
と

し
、

1日
90

分
程

度
の

対
局

、
そ

れ
以

外
の

日
は

基
礎

や
戦

略
を

指
導

し
て

も
ら

う
こ

と
と

し
た

。【
経

過
】

当
初

は
対

局
・

指
導

を
躊

躇
し

て
い

た
が

、
1
か

月
後

に
は

肯
定

的
で

積
極

的
な

返
事

を
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

3
か

月
後

に
は

対
局

を
待

ち
わ

び
る

よ
う

に
な

り
、

囲
碁

の
予

定
に

あ
わ

せ
た

生
活

を
構

築
で

き
る

よ
う

に
な

り
物

盗
ら

れ
妄

想
は

軽
減

し
、

帰
宅

欲
求

は
な

く
な

っ
た

。
18

K
im

 S
H

20
14

（
韓

国
）

非
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

実
験

研
究

A
D
H
D
を

有
し

年
齢

（
17

歳
）・

性
別

が
一

致
し

た
比

較
対

象
を

有
す

る
薬

物
治

療
未

経
験

児
17

名

対
象

者
は

1
日

2
時

間
、

週
に

5
日

、
講

師
の

教
育

の
下

で
囲

碁
を

行
い

、
囲

碁
を

行
う

前
後

に
、

臨
床

症
状

、
認

知
機

能
、

お
よ

び
脳

の
EE

G
を

、
D
up

au
lの

A
D
H
D
ス

ケ
ー

ル
（

A
RS

）、
小

児
う

つ
病

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

ー
（

CD
I）
、

デ
ィ

ジ
ッ

ト
ス

パ
ン

、
Ch

ild
re

n’
s 
Co

lo
r 

T
ra

ils
 T

es
t（

CC
T
T
）、

お
よ

び
チ

ャ
ネ

ル
Q
EE

G
シ

ス
テ

ム
で

調
査

し
た

。
結

論
と

し
て

、
囲

碁
を

打
つ

こ
と

は
、

低
覚

醒
前

頭
前

野
機

能
を

活
性

化
し

、
実

行
機

能
の

強
化

に
つ

な
が

り
A
D
H
D
の

子
供

た
ち

に
効

果
的

で
あ

る
。

19
Li

n 
Q

20
15

（
中

国
）

非
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

実
験

研
究

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
病

（
A
D
）

患
者

14
7名

対
象

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
群

（
囲

碁
介

入
な

し
）、

短
時

間
囲

碁
実

施
介

入
群

（
SG

GI
、

1
時

間
1
日

）
と

長
時

間
囲

碁
実

施
介

入
群

（
LG

GI
、

1
日

2
時

間
）

に
割

り
当

て
、

6ヶ
月

の
追

跡
調

査
を

行
っ

た
。

結
果

、
囲

碁
に

よ
り

、
11

項
目

中
9
項

目
の

K
IC

A
-d
ep

（
キ

ン
バ

リ
ー

先
住

民
う

つ
病

の
認

知
的

評
価

）
が

改
善

さ
れ

、
BD

N
F
レ

ベ
ル

を
上

方
制

御
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
A
D
の

症
状

を
改

善
す

る
。

20
斎

藤
20

15
（

日
本

）

記
述

式
研

究
JA

GE
Sプ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
全

国
31

自
治

体
の

要
介

護
認

定
非

該
当

65
歳

以
上

男
女

へ
の

郵
送

自
記

式
質

問
紙

調
査

デ
ー

タ
内

の
10

3,6
21

名

週
1日

以
上

の
外

出
有

無
、

就
労

有
無

、
団

体
・

会
へ

の
参

加
有

無
、

友
人

・
知

人
と

の
交

流
有

無
お

よ
び

月
1回

以
上

の
交

流
有

無
、

趣
味

の
有

無
に

つ
い

て
分

析
を

行
い

、
囲

碁
に

関
し

て
は

、
以

下
の

結
果

が
あ

っ
た

。
性

差
の

大
き

い
趣

味
内

容
を

み
る

と
、

パ
ソ

コ
ン

、
囲

碁
・

将
棋

・
麻

雀
、

釣
り

、
写

真
、

ゴ
ル

フ
は

主
に

男
性

の
み

で
あ

っ
た

。

21
飯

塚
20

15
（

日
本

）

記
述

式
研

究
4～

91
歳

の「
健

康
長

寿
囲

碁
祭

り
」

参
加

者
52

名
囲

碁
未

経
験

者
の

た
め

の
入

門
講

座
、

プ
ロ

棋
士

の
多

面
打

ち
指

導
碁

、
音

楽
ラ

イ
ブ

、
自

由
対

局
、

囲
碁

・
医

療
に

関
す

る
ポ

ス
タ

ー
展

示
等

の
イ

ベ
ン

ト
開

催
後

、
無

記
名

式
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、「
イ

ベ
ン

ト
全

体
へ

の
満

足
度

」「
囲

碁
へ

の
興

味
・

関
心

」
が

い
ず

れ
の

年
代

か
ら

も
高

い
評

価
が

得
ら

れ
、

囲
碁

は
世

代
間

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

用
い

る
ツ

ー
ル

と
し

て
有

効
で

あ
る

可
能

性
が

示
さ

れ
た

。
22

種
子

田
20

15
（

日
本

）

記
述

式
研

究
健

常
者

で
あ

る
成

人
男

性
5名

リ
ハ

ビ
リ

場
面

や
囲

碁
・

手
芸

な
ど

の
趣

味
・

作
業

活
動

に
適

し
た

車
椅

子
用

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

開
発

に
あ

た
り

、
良

姿
勢

で
の

座
圧

の
指

標
を

得
る

た
め

に
座

位
デ

ー
タ

を
収

集
し

、
望

ま
し

い
椅

子
の

要
件

が
判

明
し

た
。

※
著
者
は
筆
頭
者
を
記
載
。
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表
3　
分
析
文
献
一
覧
（
20
15
～
20
18
）

著
者
，
発
行
年

（
調
査
国
）

研
究

デ
ザ
イ
ン

対
象
者

内
容
要
約
　（
結
果
・
考
察
）

23
小

松
20

15
（

日
本

）

症
例

報
告

慢
性

期
統

合
失

調
症

を
既

往
に

持
つ

右
腕

神
経

叢
損

傷
不

全
麻

痺
の

60
歳

代
男

性
患

者

訓
練

に
対

し
て

拒
否

的
・

受
動

的
で

あ
る

症
例

が
関

心
を

示
し

た
書

字
や

囲
碁

な
ど

の
内

容
を

訓
練

に
利

用
し

た
こ

と
で

「
内

発
的

な
動

機
付

け
」

と
な

り
、

目
標

設
定

の
共

有
や

訓
練

へ
の

理
解

、
訓

練
態

度
へ

の
主

体
性

・
意

欲
の

向
上

を
認

め
た

。
結

果
よ

り
精

神
障

害
を

合
併

し
た

患
者

に
対

し
て

効
果

的
な

介
入

を
行

う
た

め
に

は
明

確
な

動
機

付
け

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
た

。

24
飯

塚
20

16
（

日
本

）

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
研

究
東

京
都

A
区

に
お

け
る

65
歳

以
上

の
囲

碁
未

経
験

の
地

域
在

住
高

齢
者

対
象

者
を

無
作

為
に

介
入

群
・

対
照

群
に

分
け

、
介

入
群

に
は

日
本

棋
院

プ
ロ

棋
士

に
よ

る
囲

碁
入

門
教

室
を

週
に

1
回

1
時

間
、

計
12

時
間

実
施

。
介

入
前

後
に

M
M

SE
、

T
M

T
-A

/T
M

T
-B

、
知

的
活

動
等

を
調

査
し

た
。

T
M

T
-B

に
お

い
て

、
成

績
向

上
群

は
非

向
上

群
に

比
べ

知
的

活
動

頻
度

が
高

く
、

知
的

活
動

に
消

極
的

な
対

象
者

に
お

い
て

、
囲

碁
教

室
の

受
講

が
注

意
・

実
行

機
能

が
向

上
す

る
可

能
性

が
示

さ
れ

た
。

25
飯

塚
20

16
 （
日

本
）

記
述

式
研

究
東

京
都

A
区

の
65

歳
以

上
の

囲
碁

未
経

験
の

地
域

在
住

高
齢

者
、

同
区

B
小

学
校

の
学

童
保

育
利

用
児

童
の

囲
碁

講
座

参
加

者

参
加

者
に

代
間

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

iG
O
こ

ち
」（

日
本

棋
院

プ
ロ

棋
士

に
よ

る
囲

碁
講

座
（

基
本

的
ル

ー
ル

等
の

講
義

、
1対

1の
対

局
、

高
齢

者
と

こ
ど

も
が

ペ
ア

を
組

み
、

協
力

し
合

う
練

習
問

題
、

チ
ー

ム
戦（

ペ
ア

碁
）を

週
に

1回
1時

間
、

計
12

時
間

実
施

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

を
実

施
し

、
そ

の
特

性
と

効
果

の
評

価
と

し
て

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
後

、
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
。

結
果

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

満
足

度
・

出
席

率
は

高
く

、
積

極
的

に
参

加
可

能
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

普
及

で
き

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。

26
飯

塚
20

17
（

日
本

）

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
研

究
神

奈
川

県
内

の
高

齢
施

設
に

お
け

る
65

歳
以

上
の

囲
碁

未
経

験
の

高
齢

者

参
加

者
を

介
入

群
・

対
照

群
に

無
作

為
に

分
け

、
介

入
群

に
は

、
囲

碁
入

門
講

座
（

基
本

的
ル

ー
ル

の
講

義
と

対
戦

、
練

習
問

題
等

）
を

週
に

1回
1時

間
、

計
15

回
実

施
。

講
座

開
始

直
前

と
介

入
終

了
後

に
認

知
機

能
検

査（
M

M
SE

、
M

oC
A
-J、

W
A
IS

II
Iの

数
唱（

順
唱

/逆
唱

））
を

施
行

し
た

。
結

果
、
囲

碁
の

学
習

を
行

う
こ

と
で

、
施

設
入

居
者

の
注

意
機

能
、
全

般
的

認
知

機
能

が
維

持
、
向

上
す

る
可

能
性

が
示

さ
れ

、
ま

た
、

認
知

機
能

低
下

が
み

ら
れ

て
も

、
囲

碁
の

基
本

ル
ー

ル
の

習
得

が
可

能
で

あ
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。

27
木

俣
20

17
（

日
本

）

症
例

報
告

90
歳

代
の

要
介

護
高

齢
男

性
腸

閉
塞

を
発

症
し

、
退

院
後

、
自

宅
環

境
・

心
身

機
能

低
下

に
よ

る
転

倒
恐

怖
心

が
出

現
し

、
閉

じ
こ

も
り

傾
向

と
な

っ
て

い
た

症
例

に
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
、

状
態

が
良

く
な

っ
た

際
に

「
誰

か
と

囲
碁

を
し

た
い

」
と

前
向

き
な

発
言

が
聞

か
れ

た
。

28
飯

塚
20

18
（

日
本

）

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
研

究
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

入
居

者
「

囲
碁

」
を

用
い

て
認

知
機

能
に

対
す

る
介

入
の

効
果

を
調

査
し

、
認

知
症

の
各

段
階

に
お

け
る

囲
碁

の
効

果
を

評
価

し
た

。
対

象
者

を
無

作
為

に
囲

碁
介

入
群

ま
た

は
対

照
群

に
割

り
当

て
、
介

入
群

に
は

週
1回

、
計

15
週

間
介

入
を

行
い

、
介

入
の

前
後

に
認

知
テ

ス
ト

を
実

施
し

た
。

結
果

、
中

等
度

認
知

症
の

人
を

含
む

全
て

の
者

が
囲

碁
の

ル
ー

ル
を

習
得

し
、

軽
度

の
認

知
機

能
障

害
と

軽
度

認
知

症
（

co
gn

iti
ve

 im
pa

ir-
m
en

t 
/ 

de
m
en

tia
）

の
者

で
は

囲
碁

を
う

ま
く

打
つ

こ
と

が
で

き
、

囲
碁

が
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

入
居

者
の

認
知

機
能

を
改

善
す

る
か

も
し

れ
な

い
こ

と
を

示
し

た
。

29
川

村
20

18
（

日
本

）

コ
ホ

ー
ト

研
究

通
所

リ
ハ

事
業

所
利

用
者

の
65

歳
以

上
か

つ
要

支
援

1･
2、

要
介

護
1

の
介

護
認

定
を

受
け

、
屋

外
歩

行
自

立
、

M
M

SE
≧

20
の

認
知

機
能

の
83

名

生
活

活
動

度
の

違
い

が
そ

の
後

の
要

介
護

度
の

変
化

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

検
討

し
、

結
論

と
し

て
通

所
リ

ハ
利

用
者

の
生

活
活

動
度

に
は

、
身

体
機

能
に

加
え

、
外

出
目

的
と

な
り

得
る

こ
と

や
実

際
の

外
出

手
段

を
有

す
る

こ
と

等
の

複
合

的
な

理
由

が
関

連
し

て
い

る
こ

と
、

高
い

活
活

動
度

を
有

す
る

こ
と

で
そ

の
後

の
要

介
護

度
の

軽
度

移
行

や
利

用
終

了
に

結
び

つ
き

や
す

く
な

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。
囲

碁
に

関
し

て
は

、
調

査
項

目
の

一
つ

の
対

象
者

の
趣

味
の

内
容

と
し

て
、「

編
み

物
、

裁
縫

、
旅

行
、

カ
ラ

オ
ケ

、
読

書
、

ド
ラ

マ
鑑

賞
、

庭
作

業
、

囲
碁

・
将

棋
な

ど
」

が
あ

る
と

記
載

さ
れ

て
い

た
。

30
飯

塚
20

18
（

日
本

）

症
例

報
告

86
歳

男
性

認
知

機
能

障
害

後
も

病
前

か
ら

の
趣

味
で

あ
っ

た
囲

碁
に

関
し

て
、

発
症

後
も

能
力

は
対

局
を

2回
実

施
の

結
果

、
不

注
意

や
基

本
的

な
誤

り
な

く
、

終
局

ま
で

打
つ

こ
と

が
可

能
で

三
段

程
度

で
あ

っ
た

。
症

例
に

よ
り

、
認

知
機

能
が

低
下

し
た

後
の

、
病

前
か

ら
獲

得
し

て
い

た
囲

碁
の

技
能

は
保

持
さ

れ
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

り
、

若
年

期
か

ら
習

熟
し

、
技

能
化

さ
れ

た
能

力
は

崩
壊

が
遅

い
と

考
え

ら
れ

た
。

31
飯

塚
20

18
（

日
本

）

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
研

究
東

京
都

A
区

の
65

歳
以

上
の

囲
碁

未
経

験
の

地
域

在
住

高
齢

者
対

象
を

無
作

為
に

集
団

実
施

（
FF

）
群

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

（
T
B）

群
、

対
象

（
A
C）

群
に

振
り

分
け

、
FF

群
に

は
囲

碁
入

門
教

室
を

週
に

1
回

1
時

間
、

計
12

時
間

開
講

、
T
B
群

に
は

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

貸
与

し
、

FF
軍

と
同

内
容

の
囲

碁
学

習
を

個
人

で
行

う
介

入
を

行
っ

た
。

講
座

開
始

直
前

、
介

入
直

後
に

基
本

属
性

の
ほ

か
、

W
M

S-
R、

T
M

T
-A

・
B
に

て
評

価
し

た
結

果
、

知
的

活
動

に
消

極
的

な
対

象
者

に
お

い
て

、
集

団
学

習
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

注
意

・
集

中
力

が
向

上
す

る
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。

32
A
i I

iz
uk

a 
20

18
（

日
本

）

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
研

究
囲

碁
未

経
験

の
地

域
在

住
高

齢
者

72
名

対
象

者
を

無
作

為
に

3
群

に
分

け
、

①
囲

碁
講

座
を

週
に

1
回

、
計

12
回

受
講

し
た

グ
ル

ー
プ

（
FG

）、
 ②

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
用

し
て

、
FG

と
同

じ
囲

碁
講

座
を

個
別

に
受

け
た

グ
ル

ー
プ

（
N
FG

）、
③

健
康

教
育

管
理

グ
ル

ー
プ

（
CG

）
と

し
た

。
 介

入
前

後
に

V
M

ST
及

び
V
M

SB
を

用
い

て
評

価
を

行
っ

た
結

果
、

囲
碁

が
社

会
的

相
互

作
用

に
関

係
な

く
視

覚
的

作
業

記
憶

を
改

善
で

き
る

こ
と

、
さ

ら
に

、
囲

碁
を

対
局

す
る

方
が

単
独

で
囲

碁
を

行
う

よ
り

も
認

知
機

能
に

有
効

で
あ

る
こ

と
を

示
唆

し
た

。

※
著
者
は
筆
頭
者
を
記
載
。
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て状況を把握する必要があることから「半側空間無視」
における意識付けにもつながり、対戦に勝利することで
自信の獲得にもつながると考えられる。囲碁は、認知症
の人を含む参加者が囲碁のルールを習得できる 5）こと
から、初心者でも気軽に取り組めることがメリットでも
ある。そのほか、対局での対戦が基本であるため人との
交流にもつながること、座位で行える活動であり体力を
要せず、屋内でできるということから、身体機能障害を
合併している高次脳機能障害者にも有効なツールである
と考えられる。

2 ．囲碁のイベント開催における課題と対応
現在、高次脳機能障害者が医療機関を退院した後の支

援に関しては、行政、家族会、NPO等の支援の盛んな
都道府県もあれば発展途上の地域もあり地域格差が生ま
れている。青森県では、高次脳機能障害家族会「あっぷ
るメイト」があり支援拠点病院の弘前脳卒中・リハビリ
テーションセンターで年数回の集会を開催しているが、
高次脳機能障害者の年齢層や性別、障害の種類が異なる
ことや、家族は親や配偶者などの立場の違いがあり、多
くの参加者が興味を持てるイベントを企画することが難
しい状況にある。

結果より得られた囲碁を勧める上での課題として、囲
碁を行う者に性差（男性に多い）があること、年齢差（高
齢者に多い）があることが示唆された。その他、囲碁を
嗜む者の数が減少し指導者の確保が困難であることや開
催者が囲碁のルール等に精通しておらず囲碁を指導でき
る者が少ないという課題もある。しかし、女性や若年者
の高次脳機能障害者に対するリハビリテーション療法の
検討、囲碁経験がない者に対する効果的な囲碁の指導方
法を工夫したうえで、退院後の高次脳機能障害者に対す
る支援活動の一つとして、高次脳機能障害者とその家族
たちを対象とした囲碁のイベントの開催は有用であると
考えられる。

囲碁を行う者に性差・年齢差がある課題に関しては、
イベントの内容を囲碁に関することだけにせず、手工芸
や体操、カラオケ等女性の好む趣味活動17）や、室内で
の料理教室や手芸・編み物、音楽鑑賞等青少年の好む15）

内容を複数取り入れ、参加者がどの年代も楽しむことが
できる内容編成、参加しやすい時間や場所の設定が必要
であろう。また、指導に関しては、研究者自身が勉強会
や講習会等に参加し、囲碁の基本的なルールや対局の勝
敗状況を把握できる能力、終局を理解していることが必
要である。また、対局において初心者同士で対局を行う
場合、対局の勝敗状況が把握できないため対局が進まな
い場面の出現が予測され、その予防のために対局者どち
らかが経験者であるよう配慮することも重要である。囲

碁は、ルールは先に述べた通り5つのみと単純であるが、
そのプロセスは複雑とされている12）。また、囲碁の一種
に純碁があるが、囲碁は主に日本ルールと中国ルールが
あり、初心者向けの純碁は中国ルールを用いている。こ
のため、対象者の障害の特性に合わせ指導することが大
切である。例として、記憶障害を持つ者には純碁・囲碁
どちらも日別に行ってもルールの理解の混乱を招く可能
性は少ない。一方で、遂行機能障害を持つ者は一度覚え
たルール以外のことを行うことは混乱を招くため、初回
に指導が行われ理解できた囲碁・純碁いずれかの対局を
続けていく必要がある。加えて、囲碁はてんかん発作の
誘因の一つともされている18）ため、高次脳機能障害者の
てんかんの既往についても配慮することも不可欠である。

これらのことを考慮・注意し、今後、囲碁を用いた交
流会を実施し、高次脳機能障害者の交流の場を拡大する
支援につなげるとともに、囲碁が高次脳機能障害にもた
らす効果の検証を進めていきたいと考える。

Ⅵ．結論

高次脳機能障害は脳血管障害をはじめとした種々の要
因にて発症し、その障害は個々人で多岐にわたり、発症
後は対象者のみならず家族が障害と上手く過ごしていく
ことが必要となる。本研究結果では、囲碁を打つことは
脳の関係する部分の活性化につながり、認知機能の改
善、注意・実行機能、視覚性作業記憶の向上等、高次脳
機能障害にも共通した症状の改善にもつながることが示
唆された。今後、囲碁交流会を実施し、囲碁の効果検証
を行うともに地域の高次脳機能障害者や家族の交流の場
を広げる一助になりたいと考える。
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Abstract
Recreational activities used in the rehabilitation of higher brain dysfunction include GO game. In 

this paper we reviewed the literature on Go game and higher brain dysfunction with the aim of clarifying 
the effectiveness of Go game in general and to examine its effectiveness as an intervention approach for 
patients

Between May and June of 2019, I examined 32 articles that appeared from 1980 to 2019 that were 
retrieved by inserting the Japanese character for GO and the English “GO game” as keywords and 
initiating a search of the Japan Medical Abstracts, KAKEN, J-stage, CiNii and PubMed.

The age of the subjects in this study ranged from children to senior citizens: an able-bodied person, 
a child with a developmental disorder and a patient with apoplexy and recognition dysfunction. Previous 
comparative experimental research on whether or not the subjects had experience playing GO game was 
referenced. 

Results showed that playing GO game brought on an activation of the visual area and many cortical 
areas near the junction of the premotor cortex, the intraparietal groove and the left intraparietal and 
occipital transverse grooves, and showed that the cognitive function and the visual operational memory, 
attention and execution functions of the senior citizen improved.

There are reports that indicate playing games like GO game, that is, by interacting with people, 
helps enhance these functions. 

Persons with higher cerebral dysfunction have issues in the workplace and with securing places for 
daytime activities. However, I think that once an effective instruction method is devised, holding GO 
game get-togethers for those who have no GO game experience would lead to increased opportunities 
for them to have interaction with others, which linked with cerebral training would ultimately help these 
people with higher brain dysfunction.

Keywords: GO game, Higher brain dysfunction, Cognitive function, Rehabilitation, Recreation therapy


